
　　　　

2026 年 1 月 28 日

10 時 0 分から 17 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

地域支援・地域連携

① 地域資源を活用した活動の推進
② 学校・保育園・幼稚園との連携
③ 医療機関・相談支援事業所との協働
④ 地域住民との交流促進
⑤ 地域に開かれた事業所づくり

職員の質の向上

① 継続的な研修の実施
② チーム支援の強化
③ 振り返りと評価の実施
④ 安全管理とリスクマネジメントの徹底
⑤ 働きやすい職場環境づくり

主な行事等

春　お花見・春の散歩　こどもの日制作　新年度オリエンテーション（環境に慣れる期間）感覚遊び（春の自然素材を使った活動）

夏　水遊び・感触遊び　七夕制作　夏祭り（屋内でのミニ縁日、音や光に配慮した内容）クールダウン活動（リラクゼーション・室内遊び）

秋　公園外出（気候の良い時期に合わせて実施）ハロウィン制作・写真撮影　秋の自然遊び　音楽あそび・リズム活動
冬　クリスマス会（個々に合わせた参加方法）お正月遊び（福笑い・絵馬制作など）節分（豆まきの代わりに安全な遊びを実施）室内での感覚遊び・リラクゼーション活動

通年行事　誕生日会（個別にゆったりお祝い）避難訓練（火災・地震・水害など）地域交流（図書館・公園・地域イベントなど）医療的ケア児への定期的な健康チェック（看護師対応）

表情・視線・ジェスチャー・発声など、子どもの「伝えたい気持ち」を丁寧に受け止めます
絵カード・スイッチ・VOCAなど、個々に合ったコミュニケーション手段を活用します
言葉の理解や発語を促す遊びや関わりを行います
他者とのやり取りを楽しみ、伝え合う経験を積み重ねます

集団活動を通して、順番・ルール・協力などの社会性を育てます
友だちやスタッフとの関わりを楽しみ、安心して過ごせる関係づくりを支援します
地域資源（公園・図書館・買い物など）を活用し、社会参加の機会を広げます
自己表現や選択の機会を大切にし、自分らしく過ごせる環境を整えます

家族支援

① 保護者の思いに寄り添う相談支援
② 家庭での子育てを支える情報提供
③ 保護者の負担軽減（レスパイト）
④ 家族と一緒に子どもの成長を喜ぶ機会づくり
⑤ 家族同士のつながりを大切にする

移行支援

① 子どもの将来を見据えた支援の実施
② 関係機関との連携によるスムーズな移行
③ 子どもが安心して新しい環境に入れるための準備
④ 保護者へのサポート
⑤ 移行後のフォローアップ

本
人
支
援

支　援　内　容

食事・排泄・更衣など、日常生活動作の獲得や安定を目指します
医療的ケアや体調管理を行い、安全に過ごせる環境を整えます
生活リズムの安定を図り、心身の健康を支えます
個々の身体状況に応じたポジショニングやリラクゼーションを実施します

体幹・四肢の動きを促す運動遊びや機能訓練を行います
感覚統合を意識した活動（触覚・前庭覚・固有覚など）を取り入れます
姿勢保持具やスイング、バランス遊具などを活用し、身体の安定と動きの幅を広げます
重度の子どもには、無理のない範囲での可動域訓練やストレッチを行います

色・形・数・順序などの認知課題を、興味に合わせて提供します
絵カード・スケジュール・視覚支援を活用し、見通しを持って行動できるよう支援します
季節行事や外出活動を通して、興味関心の拡大と経験の幅を広げます
自己調整（気持ちの切り替え・待つ・選ぶ）を育む支援を行います

法人（事業所）理念 すべての関わる人に笑顔と幸せを
子ども・保護者・地域・スタッフ、そして未来へつながるすべての人が、安心して笑顔になれる場所をつくります。

支援方針

① 子どもの「その子らしさ」を大切にする 一人ひとりの特性・興味・ペースを尊重し、安心して挑戦できる環境を整えます。成功体験を積み重ね、自己肯定感を育みます。
② 安全で安心できる支援の提供 医療的ケアや重度障がいにも対応し、専門職と連携しながら安全を最優先に支援します。感染症対策・リスク管理・緊急時対応を徹底します。
③ 家族と共に歩む支援 保護者の思いを丁寧に受け止め、家庭での困りごとや不安に寄り添いながら、一緒に子どもの成長を支えます。定期的な面談や情報共有を大切にします。
④ 5領域に基づく総合的な発達支援 健康・生活、運動・感覚、認知・行動、言語・コミュニケーション、人間関係・社会性の5領域をバランスよく育む支援を行います。
⑤ 地域とつながり、社会参加を広げる 公園や地域イベントなど、地域資源を活用した活動を積極的に行います。子どもたちが地域の一員として関わりを広げられるよう支援します。
⑥ スタッフが学び続ける環境づくり 支援の質を高めるため、研修・振り返り・ケース会議を継続し、専門性の向上とチーム支援を大切にします。スタッフ自身が笑顔で働ける環境づくりにも努めます。

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 ぱう　児童発達支援・放課後等デイサービス(児発) 支援プログラム 作成日


